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フッサールの『イデーン II~ における人格の構成について









デーン II~ で「意識による諸対象の構成の問題」を扱っている。『イデーン II~ はマリー・ピーメル
によれば、 1912年から 1928年頃まで、フッサール自身によって何度も書き直された草稿から成って
いる。マリー・ピーメルは、その過程で「あらゆる実在性の構成を解明すること」が「現象学の本来
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